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現
在
、
箱
根
駅
伝
で
も
お
な
じ
み
の
国
道
一
五
号
線
（
第
一
京
浜

国
道
）
沿
い
に
都
立
六
郷
工
科
高
等
学
校
（
二
〇
〇
四
年
設
立
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
に
は
、
か
つ
て
宮
田
工
業
株
式
会
社
と
い
う
自

転
車
や
バ
イ
ク
の
生
産
で
一
世
を
風
靡
し
た
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
本
羽
田
に
あ
る
コ
ー
ナ
ン
本
羽
田
萩
中
店
や
隣
接
す
る
大

田
区
立
中
萩
中
小
学
校
に
は
、
か
つ
て
自
転
車
の
リ
ム
を
作
っ
て
い

た
新
家
工
業
株
式
会
社
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

自
転
車
つ
な
が
り
の
こ
の
二
つ
の
工
場
に
つ
い
て
、
自
転
車
の
歴

史
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。 

 

【
自
転
車
の
始
ま
り
】 

自
転
車
の
始
ま
り
は
、
今
か
ら
約
二
〇
〇
年
前
の
一
八
一
七
年

（
文
化
一
四
年
）
に
ド
イ
ツ
人
に
よ
り
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
木
製
で
ペ
ダ
ル
も
ク
ラ
ン
ク
も
な
く
地
面
を

足
で
け
っ
て
走
る
も
の
で
し
た
。 

そ
の
後
一
八
三
九
年
イ
ギ
リ
ス
で
後
輪
駆
動
の
二
輪
車
が
発
明

さ
れ
一
八
六
二
年
に
パ
リ
で
前
輪
に
ペ
ダ
ル
と
ク
ラ
ン
ク
を
装
着

し
た
世
界
で
最
初
の
量
産
車
（
ボ
ー
ン
シ
ャ
ー
カ
ー
車
）
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。 

一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
）
頃
、
イ
ギ
リ
ス
で
、
前
の
駆
動
輪
を

大
き
く
、
後
ろ
の
従
輪
を
小
さ
く
し
、
軽
量
鉄
製
フ
レ
ー
ム
、
ワ
イ

ヤ
ス
ポ
ー
ク
を
両
輪
に
ダ
ブ
ル
に
張
っ
た
車
輪
、
木
製
車
輪
に
ソ
リ

ッ
ド
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
を
釘
止
め
し
た
画
期
的
な
構
造
の
オ
ー
デ
ィ
ナ

リ
ー
車
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
後
に
「
自
転
車
の
父
」

と
言
わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
タ
ン
レ
ー
な
ど
が
、
車

輪
の
大
き
さ
や
車
体
の
軽
量
化
な
ど
の
改
良
を
重
ね
ま
し
た
。 

オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
車
に
チ
ェ
ー
ン
を
使
っ
て
後
輪
を
駆
動
さ
せ

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
車
が
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
に
考
案
さ
れ
、

完
成
し
た
の
は
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）
で
し
た
。 

空
気
入
り
タ
イ
ヤ
の
特
許
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
ダ
ン
ロ
ッ

プ
に
よ
り
申
請
さ
れ
た
の
は
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
年
）、
ミ
シ

ュ
ラ
ン
兄
弟
が
チ
ュ
ー
ブ
入
り
タ
イ
ヤ
を
考
案
し
た
の
は
一
八
九

〇
年
（
明
治
二
三
年
）
の
こ
と
で
し
た
。 

 【
日
本
へ
の
輸
入
と
日
本
に
お
け
る
自
転
車
の
開
発
】 

自
転
車
が
日
本
に
最
初
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
一
八
六
五
年
頃

（
明
治
元
年
前
後
）、
ボ
ー
ン
シ
ャ
ー
カ
ー
車
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）、
鈴
木
三
元
が
三
輪
車
「
自
走
車
：

大
河
号
」
を
完
成
。
翌
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
年
）
オ
ー
デ
ィ
ナ

リ
ー
車
が
日
本
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
近
畿
地
方
を
中
心
に

日
本
人
の
体
型
に
合
わ
せ
た
小
ぶ
り
な
ボ
ー
ン
シ
ャ
ー
カ
ー
車
や

前
輪
が
大
き
く
後
輪
の
小
さ
な
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
車
が
製
造
さ
れ

宮
田
自
転
車
と
新
家
工
業 

逸
見 

久
美
子  

オーディナリー型自転車 
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て
い
ま
し
た
が
、
タ
イ
ヤ
は
空
気
の
入
ら
な
い
丸
ゴ
ム
を
木
リ
ム
に

張
り
付
け
た
も
の
で
し
た
。 

 

こ
の
頃
、
文
明
開
化
以
来
の
外
国
製
品
嗜
好
が
増
大
し
た
こ
と
で
、

舶
来
自
転
車
の
輸
入
・
卸
の
大
手
業
者
（
双
輪
商
会
、
日
比
商
店
、

石
川
商
会
（
丸
石
自
転
車
）
な
ど
）
が
出
現
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

名
古
屋
の
岡
本
工
業
「
ノ
ー
リ
ツ
号
」、
東
京
の
ゼ
ブ
ラ
工
業
「
ゼ

ブ
ラ
号
」
な
ど
国
産
体
制
も
築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

【
宮
田
自
転
車
】 

さ
て
、
天
保
一
一
年
茨
城
県
常
陸
国
の
農
家
の
家
に
生
ま
れ
た
宮

田
工
業
株
式
会
社
の
創
業
者
宮
田
栄
助
は
、
製
銃
師
の
い
と
こ
の
国

友
家
に
弟
子
入
り
し
、
鉄
砲
師
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
九
年
、
三
七
歳
で
東
京
に
出
て
き
た
宮
田
栄
助
は
、
小
石
川

の
砲
兵
工
廠
に
勤
め
、
鉄
砲
鍛
冶
と
し
て
の
高
い
技
術
に
よ
り
高
給

を
得
た
と
の
こ
と
で
す
。
明
治
一
四
年
に
京
橋
区
木
挽
町
（
現
在
の

中
央
区
）
に
宮
田
製
銃
工
場
を
創
設
、
明
治
二
三
年
に
本
所
区
菊
川

町
（
現
在
の
墨
田
区
）
に
工
場
を
新
築
移
転
し
、
宮
田
製
銃
所
と
改

称
し
ま
す
。
同
年
、
創
業
者
の
次
男
政
治
郎
（
二
代
目
栄
助
）
は
外

国
人
が
修
理
に
持
ち
込
ん
だ
安
全
車
を
見
て
自
転
車
が
将
来
有
望

な
産
業
と
な
る
と
予
見
し
、
国
産
自
転
車
の
生
産
に
乗
り
出
し
ま
す
。

す
ぐ
に
タ
イ
ヤ
以
外
の
部
品
が
自
家
製
の
本
格
的
パ
イ
プ
使
用
の

安
全
型
自
転
車
の
試
作
に
成
功
し
、
こ
の
年
を
創
業
の
年
と
定
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
六
年
に
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
に
よ
る
英
国
式

自
転
車
を
製
作
し
ま
し
た
。 

当
時
の
自
転
車
は
一
台
二
〇
〇
円
前
後
で
、
公
務
員
の
初
任
給
が

五
円
と
比
べ
る
と
か
な
り
の
高
額
で
あ
り
、
購
入
者
の
多
く
は
資
産

家
や
地
元
の
名
士
で
し
た
。
全
国
各
地
に
自
転
車
倶
楽
部
が
誕
生
し
、

遠
乗
会
や
競
走
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
八
年
に
一
台
一
円
で

実
施
さ
れ
た
国
税
も
、
明
治
二
五
年
に
は
三
円
と
な
り
、
自
転
車
の

台
数
は
約
一
万
台
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。（
国
税
は
そ
の
後
明
治

二
九
年
に
廃
止
。） 

こ
の
こ
ろ
ま
で
は
、
外
国
製
品
を
ひ
た
す
ら
真
似
を
し
て
製
造
し
、

富
裕
層
が
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
所
有
し
て
い
た
時
代
で

し
た
。 

こ
の
よ
う
に
順
調
に
開
発
、
生
産
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
明
治

二
七
年
、
日
清
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、
贅
沢
品
で
あ
る
自
転
車
の

売
れ
行
き
は
止
ま
り
、
宮
田
は
、
自
転
車
の
生
産
を
一
時
中
止
し
、

陸
軍
御
用
工
場
と
し
て
各
種
軍
需
品
を
製
造
し
ま
し
た
。 

明
治
三
三
年
、
創
業
者
宮
田
栄
助
が
逝
去
。
次
男
政
治
郎
が
家
督

を
継
ぎ
、
二
代
目
栄
助
を
襲
名
し
ま
し
た
。
二
代
目
栄
助
は
、
明
治

三
三
年
の
鳥
獣
保
護
の
た
め
の
猟
銃
使
用
の
制
限
と
い
う
狩
猟
法

の
改
正
に
よ
り
、
猟
銃
の
製
造
を
中
止
し
、
自
転
車
製
造
に
専
念
、

宮
田
製
作
所
と
改
称
し
ま
し
た
。 

 

【
自
転
車
か
ら
自
動
車
・
バ
イ
ク
へ
】 

二
代
目
栄
助
は
、
明
治
四
〇
年
頃
か
ら
、
自
動
車
の
将
来
に
着
目

し
ま
し
た
。
当
時
、
ま
だ
自
動
車
の
生
産
が
確
立
し
て
い
な
い
時
代
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に
は
無
謀
だ
と
多
く
の
反
対
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
押
し
切
り

二
年
後
に
は
、
二
人
乗
り
四
輪
小
型
自
動
車
を
完
成
し
ま
し
た
。 

大
正
初
期
に
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
を
初
製
作
し
、
大
正
三
年
警
視
庁

に
売
価
四
八
〇
円
／
台
で
、
第
一
号
を
納
入
し
ま
し
た
。 

自
転
車
に
お
い
て
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
徒

歩
や
荷
車
で
行
っ
て
い
た
デ
パ
ー
ト
の
配
達
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
の
娯
楽
用
か
ら
実
用
へ
転
換
さ
れ

て
い
く
な
ど
、
需
要
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
宮
田
に
お
い
て
は
、

ハ
ン
ド
ル
、
フ
レ
ー
ム
、
ペ
ダ
ル
の
国
産
化
が
進
み
、
部
品
の
自
社

生
産
を
始
め
ま
し
た
。 

 

【
蒲
田
工
場
建
設
】 

 

大
正
五
年
、
新
井
宿
に
始
ま
っ
た
耕
地
整
理
は
、
六
郷
に
お
い
て

も
大
正
七
年
「
六
郷
耕
地
整
理
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
水
田
や
畑
が

住
宅
地
、
工
場
用
地
に
姿
を
変
え
て
い
き
、
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し

て
、
東
海
道
（
第
一
京
浜
国
道
）
の
拡
幅
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
で
墨
田
区
の
工
場
が
焼
失
す
る
も
、

同
年
中
に
震
災
前
に
勝
る
新
工
場
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

 

実
用
自
転
車
の
普
及
に
よ
り
、
良
質
で
し
か
も
廉
価
な
自
転
車
が

広
く
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宮
田
に
お
い
て
も
量
産
体
制
を
敷
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
墨
田
区
菊
川
工
場
は
拡
張
の
余
地
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
大
正
九
年
に
購
入
し
て
い
た
蒲
田
区
東
六
郷
の
工
業

用
地
に
、
昭
和
五
年
、
工
場
を
建
設
、
本
社
も
移
転
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
六
年
九
月
に
満
州
事
変
が
起
こ
る
と
、
翌
七
年
に
は
陸
軍
航

空
本
部
よ
り
、
利
用
工
場
に
指
定
さ
れ
、
戦
闘
機
の
車
輪
を
受
注
す

る
と
と
も
に
、
航
空
機
部
品
の
生
産
に
進
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宮
田
は
時
代
と
と
も
に
戦
争
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

昭
和
一
九
年
四
月
に
は
前
年
に
制
定
さ
れ
た
「
軍
需
会
社
法
」
に

よ
る
軍
需
会
社
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。 

 

【
満
州
に
お
け
る
宮
田
自
転
車
】 

 

日
本
と
満
州
の
取
引
が
活
発
に
な
る
と
宮
田
は
昭
和
一
一
年
四

月
に
満
州
宮
田
製
作
所
を
設
立
し
ま
す
。
し
か
し
、
当
初
の
自
転
車

製
造
は
、
現
地
の
工
員
と
の
言
語
不
通
の
問
題
に
よ
り
、
納
期
の
遅

延
や
原
価
割
高
等
に
よ
り
思
う
に
任
せ
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
頃

満
州
飛
行
機
製
造
株
式
会
社
か
ら
の
飛
行
機
部
品
の
注
文
が
増
加

す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
一
四
年
に
は
自
転
車
製
造
を
す
べ
て
中
止

し
、
工
場
全
部
を
航
空
機
作
業
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

昭
和
一
六
年
に
な
る
と
満
州
国
内
に
自
転
車
の
需
要
が
激
増
し
ま

す
が
、
内
地
か
ら
の
輸
入
が
止
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
の
方
針
に

よ
り
宮
田
は
フ
レ
ー
ム
、
ホ
ー
ク
、
チ
ェ
ー
ン
、
リ
ム
、
サ
ド
ル
を

製
造
す
る
こ
と
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
リ
ム
や
チ
ェ
ー
ン
の
製

造
に
つ
い
て
経
験
の
な
か
っ
た
宮
田
は
、
そ
の
こ
ろ
満
州
に
進
出
し

て
き
た
新
家
工
業
、
大
同
工
業
か
ら
リ
ム
や
チ
ェ
ー
ン
の
機
械
設
備

や
技
術
指
導
の
協
力
援
助
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

昭
和
二
〇
年
終
戦
後
間
も
な
く
、
満
州
に
進
出
し
て
い
た
多
く
の

日
本
企
業
と
同
様
に
、
宮
田
も
自
転
車
専
門
以
外
の
機
械
設
備
を
ソ

連
軍
に
接
収
さ
れ
、
翌
二
一
年
九
月
に
は
満
州
宮
田
製
作
所
は
正
式

新築当時の蒲田工場全景 
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に
解
散
し
ま
し
た
。 

 

【
戦
後
の
宮
田
自
転
車
】 

 

昭
和
二
〇
年
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、
蒲
田
工
場
（
第
二
、
第
三

工
場
）
が
連
合
軍
に
接
収
さ
れ
ま
す
が
、
元
来
、
平
和
産
業
で
あ
る

自
転
車
の
製
造
が
本
業
で
あ
っ
た
宮
田
は
他
の
専
門
軍
需
工
場
に

比
べ
る
と
平
和
産
業
へ
の
転
換
は
容
易
で
、
接
収
を
免
れ
た
第
一
工

場
で
す
ぐ
に
自
転
車
製
造
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
戦
後
は
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
製
造
の
ほ
か
に
、
米
国
へ

の
輸
出
の
際
に
見
つ
け
た
ア
ン
ス
ル
消
火
器
を
日
本
に
持
ち
帰
り
、

昭
和
二
七
年
我
が
国
初
の
粉
末
消
火
器
国
産
化
に
成
功
し
ま
す
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
、
新
興
オ
ー
ト
バ
イ
メ
ー
カ
ー
の
乱
立
に
よ
り

新
製
品
開
発
の
た
め
の
費
用
が
増
大
、
業
績
は
悪
化
し
て
い
き
、
昭

和
三
四
年
に
経
営
再
建
の
た
め
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
に
株
式

を
売
却
、
同
社
の
傘
下
に
入
り
ま
し
た
。
同
社
創
業
者
の
松
下
幸
之

助
が
自
転
車
店
に
丁
稚
奉
公
し
て
い
た
こ
と
か
ら
宮
田
に
は
思
い

入
れ
が
あ
り
、「
そ
の
暖
簾
を
消
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
株
を
引
き
受

け
た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ホ
ン
ダ
を
は
じ

め
と
す
る
新
興
メ
ー
カ
ー
が
海
外
レ
ー
ス
で
実
績
を
上
げ
有
名
に

な
る
と
さ
ら
に
業
績
が
悪
化
、
三
七
年
に
は
オ
ー
ト
バ
イ
の
生
産
中

止
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。
三
九
年
に
は
東
六
郷
の
本
社
・
工
場
を
茅

ヶ
崎
市
に
移
転
。
そ
の
売
却
差
額
で
負
債
を
返
済
、
再
建
へ
の
道
筋

を
付
け
ま
し
た
。 

 

現
在
は
、
消
防
車
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
モ
リ
タ
グ
ル
ー
プ
の
森

田
防
災
テ
ッ
ク
と
合
併
し
、「
モ
リ
タ
宮
田
工
業
株
式
会
社
」
と
商

号
変
更
。
消
火
器
、
消
火
設
備
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

自
転
車
部
門
は
「
株
式
会
社
ミ
ヤ
タ
サ
イ
ク
ル
」
と
し
て
平
成
二
一

年
に
分
社
化
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

  

東
六
郷
の
工
場
跡
地
は
、
そ
の
後
、
第
一
屋
製
パ
ン
株
式
会
社
を

経
て
、
現
在
は
都
立
六
郷
工
科
高
等
学
校
と
な
っ
て
お
り
、
製
造
業

の
多
い
地
を
活
か
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

【
新
家
工
業
】 

一
方
、
新
家
工
業
の
新
家
熊
吉
は
、
元
治
元
年
石
川
県
山
中
温
泉

郷
に
米
穀
商
の
次
男
と
し
て
出
生
・
一
歳
で
山
中
漆
器
の
木
地
工
場

を
営
む
新
家
孫
蔵
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
一
六
歳
で
木
地
工
場
を

養
父
か
ら
継
承
し
、
常
に
合
理
化
に
努
め
、
製
造
設
備
機
械
の
開
発

を
行
い
、
経
営
者
と
し
て
の
手
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
。 

明
治
三
〇
年
代
、
日
露
戦
争
の
開
戦
を
に
ら
ん
だ
軍
備
の
充
実
に

よ
る
緊
縮
財
政
で
日
本
経
済
は
低
迷
し
ま
す
。 

新
家
に
お
い
て
は
明
治
三
二
年
の
「
福
井
水
害
」
で
出
荷
間
際
の

商
品
す
べ
て
を
流
出
す
る
と
い
う
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

宮
田
が
、
す
で
に
自
転
車
制
作
に
専
念
す
る
と
決
め
た
明
治
三
五

年
、
相
次
ぐ
災
害
や
漆
器
の
国
内
需
要
の
落
ち
込
み
か
ら
、
海
外
に

販
路
を
求
め
た
新
家
熊
吉
は
、
帰
国
時
に
横
浜
港
で
自
転
車
の
木
リ

ム
を
見
て
、
そ
れ
ま
で
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
木
リ
ム
の
製
造
が
自
社

で
も
で
き
る
と
考
え
、
そ
の
製
造
に
着
手
し
ま
す
。
翌
三
六
年
に
は
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木
リ
ム
製
造
工
場
設
備
を
整
え
、
研
究
、
改
善
、
創
意
工
夫
の
積
み

重
ね
に
よ
り
「
大
日
本
木
リ
ー
ム
」
の
製
造
販
売
を
開
始
。
輸
入
木

リ
ム
に
代
わ
り
、
全
国
市
場
を
独
占
し
ま
し
た
。
そ
の
後
ま
も
な
く

漆
器
製
造
を
打
ち
切
り
、
リ
ム
製
造
専
門
と
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
明
治
四
〇
年
代
に
な
る
と
輸
入
自
転
車
が
ア
メ
リ
カ
製

か
ら
、
小
柄
な
日
本
人
の
体
型
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
製
に
移
行
す
る

に
伴
い
、
リ
ム
も
木
製
か
ら
鉄
製
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
大
正
二

年
、
熊
吉
は
長
男
三
代
次
と
と
も
に
鉄
リ
ム
の
習
得
の
た
め
、
渡
欧

し
、
苦
労
の
末
に
大
正
四
年
に
金
属
製
の
リ
ム
の
製
造
に
成
功
。
大

正
七
年
、
木
リ
ム
の
製
造
を
取
り
や
め
ま
し
た
。 

大
正
八
年
に
は
、
株
式
会
社
組
織
「
新
家
自
転
車
製
造
株
式
会
社
」

に
改
め
、
さ
ら
に
同
一
〇
年
、
創
業
者
新
家
熊
吉
が
逝
去
し
た
た
め
、

長
男
三
代
次
が
家
督
相
続
し
、
二
代
目
熊
吉
を
襲
名
し
ま
し
た
。 

 【
東
京
へ
の
進
出
】 

原
料
輸
入
や
製
品
搬
出
な
ど
、
石
川
県
山
中
町
と
い
う
立
地
の
不

利
と
い
う
理
由
か
ら
、
大
正
七
年
神
戸
市
の
「
兵
庫
リ
ム
」、
昭
和

三
年
に
は
堺
市
の
「
浪
華
リ
ム
」
の
吸
収
を
行
い
ま
す
。 

し
か
し
、
一
時
的
に
増
収
す
る
も
不
況
に
よ
る
減
収
を
繰
り
返
し

た
こ
と
か
ら
、
販
路
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
西
日
本
だ
け
で
な
く
、

東
日
本
、
北
日
本
に
目
を
向
け
て
い
く
決
定
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

昭
和
五
年
、
蒲
田
区
萩
中
に
約
一
万
坪
の
工
場
敷
地
を
購
入
、
昭
和

六
年
四
月
に
東
京
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
翌
五
月
、
石
川
県
山
中
町
の
本
社
工
場
が
町
内
の
旅

館
火
災
に
巻
き
込
ま
れ
て
焼
失
し
た
た
め
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
東

京
工
場
に
本
社
を
移
転
し
ま
し
た
。 

昭
和
一
一
年
の
二
．
二
六
事
件
後
、
大
幅
な
軍
拡
予
算
が
編
成
さ

れ
る
と
、
新
家
に
お
い
て
も
軍
需
拡
大
を
見
越
し
て
、
翌
年
に
は
、

定
款
を
変
更
し
て
関
西
工
場
に
製
鋼
工
場
を
建
設
す
る
な
ど
、
平
和

産
業
に
携
わ
り
な
が
ら
も
軍
需
中
心
と
い
う
時
代
の
流
れ
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。 

昭
和
一
六
年
、
日
本
に
お
け
る
自
転
車
産
業
が
下
降
線
を
た
ど
る

中
、
現
状
打
開
の
た
め
、
満
州
で
満
州
新
家
工
業
株
式
会
社
を
設
立

し
、
リ
ム
、
チ
ェ
ー
ン
の
製
造
を
始
め
ま
す
。
そ
の
後
、
前
述
し
た

と
お
り
、
満
州
宮
田
製
作
所
に
リ
ム
製
造
の
技
術
協
力
を
行
い
ま
す
。 

 

国
内
に
お
い
て
は
、
昭
和
一
八
年
に
軍
需
生
産
に
参
加
、
一
九
年

一
二
月
に
は
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
、
リ
ム
製
造
の
ロ
ー
ル
技
術
を

応
用
し
た
航
空
機
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
（
翼
や
胴
体
の
枠
組
み
と
な
る
部

財
）
製
造
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
同
年
に
は
、
東
京
工
場
内
に
あ
っ

た
本
社
を
、
製
鋼
工
場
が
あ
り
そ
の
頃
最
も
生
産
能
力
が
大
き
か
っ

た
関
西
工
場
の
近
く
の
大
阪
市
に
移
転
し
ま
す
。 

昭
和
二
〇
年
四
月
一
六
日
、
東
京
工
場
は
空
襲
被
害
を
受
け
、
ほ

ぼ
全
焼
し
ま
し
た
。
同
年
八
月
、
終
戦
を
迎
え
る
と
、
直
ち
に
軍
需

品
の
生
産
を
停
止
し
、
平
和
産
業
で
あ
る
自
転
車
産
業
と
い
う
本
来

の
姿
に
復
帰
し
ま
し
た
。 

 
【
戦
後
の
新
家
工
業
】 

東京工場全景（昭和６年） 
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昭
和
二
一
年
、
念
願
だ
っ
た
完
成
自
転
車
「
ツ
バ
メ
号
」
を
関
西

工
場
で
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。 

昭
和
三
〇
年
頃
に
は
、
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
五
〇
㏄
バ
イ
ク
（
モ
ペ

ッ
ト
）
の
リ
ム
生
産
を
開
始
、
四
〇
年
代
半
ば
に
は
、
爆
発
的
な
自

転
車
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
生
産
量
世
界
一
の
自
転
車
リ
ム
メ
ー
カ
ー
に

成
長
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
昭
和
五
七
年
に
は
国
産
初
の
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
製
造
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
ブ
ー
ム
の
終
焉
に
よ
り
、
平
成
一
五
年
、
完
成
自
転
車

製
造
か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。 

現
在
は
、
福
祉
機
器
製
品
と
し
て
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
組
み
込

ん
だ
車
輪
「
ア
ブ
ソ
レ
ッ
ク
ス
」
の
開
発
、
販
売
、
そ
の
特
徴
を
利

用
し
た
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

リ
ム
製
造
も
、
国
内
最
大
手
と
し
て
健
在
で
あ
り
、
競
輪
用
の
リ

ム
を
生
産
す
る
国
内
企
業
は
新
家
工
業
一
社
の
独
占
状
態
で
す
。 

 

大
田
区
萩
中
の
東
京
工
場
の
閉
鎖
は
、
平
成
一
二
年
一
二
月
で
し

た
。
メ
ッ
キ
鉄
リ
ム
時
代
の
土
壌
残
留
物
質
（
六
価
ク
ロ
ム
等
）
の

処
理
の
た
め
、
五
億
円
を
か
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
こ
の
土
地
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
「
コ
ー
ナ
ン
」
と
し
て
、

地
域
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
終
わ
り
に
】 

 

自
転
車
業
界
を
牽
引
し
て
き
た
宮
田
自
転
車
と
新
家
工
業
と
い

う
二
つ
の
企
業
は
、
大
田
区
で
昭
和
初
期
の
同
じ
時
期
に
、
し
か
も

一
．
五
㎞
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
場
所
で
操
業
し
て
い
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
、
当
時
の
二
つ
の
企
業
の
具
体
的
な
取
引
状
況
を
知

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
宮
田
製
作
所
七
〇
年
史
」
に

よ
る
と
、『
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
の
取
り
引
き
に
お
け
る
高
砂
ゴ
ム

会
社
と
第
一
ゴ
ム
会
社
と
の
関
係
は
『
ギ
ヤ
エ
ム
号
』
発
売
当
時
か

ら
で
あ
り
、
両
社
は
ア
ラ
ヤ
リ
ム
に
次
ぐ
長
い
取
引
関
係
が
あ
っ
た
』

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
満
州
に
お
け
る
業
務
提
携
だ
け
で
な
く
、
宮
田

と
新
家
の
間
に
は
、
長
く
深
い
取
引
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

  

現
在
、
大
田
区
民
に
と
っ
て
自
転
車
は
貴
重
な
足
で
あ
り
、
そ
の

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
田
区
に
自

転
車
が
根
付
い
た
一
端
を
宮
田
自
転
車
と
新
家
工
業
が
担
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
は
言
い
す
ぎ
で
し
ょ
う
か
。 
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